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日建協は 土曜閉所を増やす運動に取り組んでいます

ワーク・ライフ・バランス実現のために建設産労懇の仲間とともに土曜閉所に取り組んでいます
（日建協・全電工労連・通建連合・道建労協・基幹労連建設部会・長谷工グループ労働組合）

後  

援 一般社団法人 日本建設業連合会 一般社団法人 全国建設業協会 一般社団法人 日本建設業経営協会 一般社団法人 情報通信エンジニアリング協会
内閣府 国土交通省厚生労働省

公益社団法人 日本建築士会連合会

一般財団法人 建設業振興基金

公益社団法人 日本建築家協会 一般社団法人 建設コンサルタンツ協会

建設業労働災害防止協会

一般社団法人 日本コンストラクション・マネジメント協会

Tokyo Osaka

2013/5/24 (FRI) 19:00 Start2013/5/24 (FRI) 19:00 Start

東京プリンスホテル東京プリンスホテル シェラトン都ホテル大阪シェラトン都ホテル大阪

2013/5/31 (FRI) 19:00 Start2013/5/31 (FRI) 19:00 Start
東京都港区芝公園３-３-１ 大阪市天王寺区上本町６-１- 55

お問合せ：日建協 03-5285-3870　〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 1-31-16 守山ビル 3F／mail：uemura@nikkenkyo.jp

「初めまして」なのに　「乾杯」と言える出会いを。

日建協 ヤング・ゴー！ ゴー！ 2013

Nikkenkyo

20132013

Young Go! Go!
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1959 現場全休ポスター

1954年12月12日
日建協結成の決議文 Compass の前身、

日建協ニュースの第 1号発行
1972年 時短アンケート

1992年 時短推進キャンペーンリーフレット

2004年
日建協 個別賃金の策定

1984年1月
機関誌の名称がCompassに！

Compass  Vol.771-2007 年 3月号
第 1回出前講座開催

Compass  Vol.784-2010 年 1月号
2009年 第1回女性技術者会議開催

2013年 第1回NIKKENKYO　
YOUNG GO! GO! 開催

2021年 日建協ビジョン2030
策定

1967日曜全休ポスター 1973.6 全日曜全休ポスター

1975.4 全日曜全休ポスター 1984.11 全日曜全休ポスター 1993.6 土曜閉所ポスター 2001.6 土曜閉所ポスター 2014.11 土曜閉所ポスター 2023.11   4週8閉所
ステップアップポスター

2 3日建協   Compass  Vol. 832　2024.1 日建協   Compass  Vol. 832　2024.1

・現場全休日（月2回）の設置をと
りあげ全建会長の他、各社宛に
「現場全休制実施に関する申し
入れ書」を提出

日建協結成の経緯
・1946年11月「全日本建設工業職員労働組合協議会（全建

協）」誕生。当時は安藤・池田・日産土木・大林・鴻池・清
水・西松の8組合、組合員数10,037名

・1950年10月、「全建協」解散、その翌月「建設業職員組合
懇談会」を17組合で発足。その後毎月例会を開催

・1953年5月、東京で20組合により「日本建設産業職員労働
組合関東地区協議会」が結成。翌月、関西で11組合により
「日本建設産業職員労働組合関西地区協議会」を組織

・1954年6月、兵庫県にて行われた第3回東西地区合同協議
会において、日建協の全国組織結成を決議

・1954年12月12日、16組合9,000名にて日建協が発足

時短アンケート
1972年に調査を開始しました。時代に応じて組合
員の労働実態や意識などを広く調査・分析し、建設
産業で働く私たちの労働環境の改善にむけて、率直
な思いを明らかにしてきました。今では組合員数約
38,000人中の10,000人以上
の方に回答をいただいていま
す。建設産業で働くホワイト
カラー層に対し、これだけ幅
広く定期的かつ継続的な調
査は他に例がなく、唯一最大
の資料となっています。

出前講座
当時、日建協が実施した学生
へのヒアリング 調査では、
「ゼネコンで働く具体的なイ
メージがつかめないため、不
安を感じている」という声が
あったことから、土木・建築
を学ぶ学生に対し、建設産業
の仕事に対する理解促進と
魅力向上を目的に2006年11
月から「出前講座」を開始し
ました。当初の３大学から今
では７大学に広がりました。

女性技術者会議
2007年に「日建協女性
技術者懇談会」が開催
され、2009年から「女
性技術者会議」となりま
した。「誰もが働きやす
い建設産業を実現する
ためには女性の視点を
取り入れていくことが重
要」との考えから開催さ
れています。

日建協 ヤング・ゴー！ ゴー！
日建協ヤング・ゴー！・ゴー！
は2013年から開催していま
す。かつては加盟組合交流会
が全国各地で開催されていま
したが、組合員数の減少など
により開催していませんでし
た。しかし、組合員より交流
会の再開を望む声が多かった
ことから、若手組合員の友好
の輪を広げる機会を作るため
に再度企画されました。

日建協ビジョン2030
日建協では「誰もがいつ
までも働ける 誰からも誇
りに思われる産業」の実
現をめざし、10年先の建
設産業のあるべき姿・あり
たい姿について議論を重
ね、これからの私たちの
指針として日建協ビジョ
ン2030を策定しました。

（1955）神武景気始まる
（1956）日本の国連加盟
（1964）東京オリンピック開催
（1964）東海道新幹線開業

（1970）大阪万国博覧会開催
（1970）三島由紀夫割腹
（1972）田中角栄、史上最年少総理に
（1987）国鉄からJRへ民営化

（1989）消費税3％  スタート
（1992）学校週5日  制スタート
（1995）阪神・淡路  大震災
（1999）ハッピーマ  ンデー制度導入

（2002）ゆとり教育がスタート
（2004）日本プロ野球選手会が
 　　　  初の土日ストライキを決行
（2011）東日本大震災

（2012）東京スカイツリー開業
（2015）マイナンバー制度がスタート
（2020）新型コロナで緊急事態宣言
（2021）東京2020オリンピック開催

・時短「全日曜全休」「週休2日制」
「特別休日の増」の3目標同一歩
調で取り組む

・「ゆとりプラン93」採択
　週休2日制に注力

・土曜全休運動を推進
・第67回定期大会にて

完全週休2日制の取組
活動方針を決定

・ワークライフバランス実現に
むけて現在の4週8閉所ステ
ップアップ運動を実施

・統一土曜閉所運動
スタート

このポスターは当時の労働者の時代背景を象徴する資
料として有名進学塾の教材でも使用されています。

・「建設現場における第1第3日曜全
休日制実施について再度協力方要
請の件」を労働大臣に提出

・全休制を全建に申入れ

・第1回全日曜全休推進月間の設置
 （2月・6月）
・業界全体が11月を全休実施月間に設定

日建協は組合員の皆さんや日建協に携わる全ての皆さんのご支援のおかげで、2024年12月に結成70周
年の節目を迎えます。日建協が今まで取り組んできた活動の歴史を現場閉所推進活動を中心にポスター
や当時の掲載記事とともにご紹介します。高度経済成長期の建設ラッシュやバブル崩壊による大不況、
激甚化する自然災害への対応など、建設産業を取り巻く環境は目まぐるしく変化していきますが、日建
協はこれからも組合員の皆さんとともに未来に誇れる建設産業をめざして進んでいきます！

日建協70周年  記念特集

日建協のあゆみを振り返ろう！
日建協のあゆみを振り返ろう！
日建協のあゆみを振り返ろう！日建協のあゆみを振り返ろう！


